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1 ベルクソンは時間が「働く」こと(すなわち「すべてが一挙に与えられることを妨げる」
ものとして「働く」ことを認めたのが自分の哲学的な反省の出発点であったと述べている。


































いうことは、どのような根拠によっているのかという問題である(第 3 章)。 
第三に、出発点と「可能的なもの」の錯覚とはどのような関係にあるかということであ
る。晩年の同じ一つの論文で、この二つのものが論じられている。そのことの意味は何か





































1 出発点は、諸資料をつき合わせるとどのようなものと特定できるか。(第 1 節) 
2 「可能的なものと実在的なもの」(以下、PR と称す。) において、約五十年前とされ
る出発点の反省は、実際の出発点と考えてよいか。(第 1 節) 
3  出発点の反省は、自由をどのように導くか。(第 2 節) 
4 出発点の反省とは、後年ベルクソンが言う否定の力を持つ直観ではないか。(第 3 節) 
5 出発点における「働く」時間に関する反省と持続の直観とはどう違うか。(第 4 節) 
6 出発点の反省は、どのような意味で重要か。また、出発点の時間の捉え方は、ベルク
ソンの著作でどのような広がりを見せるか。(第 5 節) 
7 ゼノンの逆理の検討は、出発点の反省と言えないのか。(第 6 節) 
   
第 1 節 ベルクソン哲学の「出発点」 
                                            
2 「可能的なものと実在的なもの」、p.1333. ベルクソンの著作の引用に際して、示された
数字は、Bergson, Henri, Oeuvres, Édition du centenaire, P.U.F., 1959 または、Mélange, 


































よそ 50 年前のことだと言うのである。1889 年に発刊される、最初の著作、『試論』に先













PR、1908 年 5 月のジェイムズ宛の手紙、1922 年のデュ・ボスの日記がある。他にも出発
の時点での転機をうかがわせるものがある。 










































                                            
6 1923 年のフロリス・ドラトル宛の手紙(M1417)および 1915 年のハロルド・ヘフディン
グ宛の手紙(M1148)では、ベルクソンは、持続あるいは相互的な浸透の多数性の表象が、
そこから出発し、そこに戻るところだと述べる。ここでは、「持続」の観念の成立以前での









かれたとベルクソンが語ったことが記されている(p.1542)。1905 年 7 月のリボー宛の手紙
























 本項で言う諸資料とは、①PR、②1922 年 2 月にベルクソンを訪問した、デュ・ボスの
書き留めた日記11、③1908 年 5 月に W・ジェイムズへあてた手紙12(以上には「出発点」
という言葉が使われている)、④1903 年のパピーニ宛の手紙13、⑤『試論』である。ただ
し、『試論』については、上述の通り、③のジェイムズ宛の手紙および 1906 年 1 月のヘフ
ディング宛の手紙で指定される該当箇所14を出発点として主として扱う。検討の結果は次
の通りである。なお、次項以降で、『試論』の出発点と PR の出発点の比較検討、PR の出
                                            
11 Du Bos ,Charles, Journal 1920‐1925, Buchet/Chastel, 2003, p.129-137.および
p.1541-1543. 
12 「ジェイムズ宛の手紙」、M765-766 および C199-200。C は Correspondances, P.U.F., 
2002 のページを示す。 
13 「パピーニ宛の手紙」、M604 および C90-93 
14 「ジェイムズ宛の手紙」では、出発点は『試論』の p.87-90、p.146-149 が指定され(M766)、
ヘフディング宛の手紙では、「私の『試論』の出発点は、等質的時間に関係する p.88.-91
と p147.-p149 の中にある」(C146)と指定されている。これは、当時の Alcan 版による指
示と思われるので、現行の P.U.F.版のページに直す必要がある。『試論』の 1889 年の第一
版と 1898 年の第二版との間には、フランス国立図書館の所蔵本を、人を介して確認した
ところページ付けに相違はないようである。1898 年の Alcan 版は、Oeuvres, Édition du 
centenaire, P.U.F., 1959 によれぱ、1939 年まで変化がないとされている(p.1485.)。フラ
ンスの図書館の目録 Le Sudoc によれば、Alcan 版は、その後、1901 年(第三版) 、1904
年(第四版))、1908 年(第六版)のものがフランス国内の図書館に現存しているのが確認でき
る。ところで、現在のところ入手可能な 1898 年版(第二版)と 1936 年の 34 版を比較する
と、ページ付けには若干の相違がある。そのため、1906 年、1908 年の手紙に近い、1898
年の Alcan 版によって、現行の P.U.F.版のページに直すと、ジェイムズ宛、ヘフディング





3 章の第 37-39 番目の段落であると考えて、本稿では考察することとした。これらの箇所
は、ヘフディング宛の手紙の指定ページに関しては、第 2 章の第 22-番目の段落の途中か
ら始まることを、わずか除いてヘフディング宛の手紙の指定ページにも含まれている部分





















1. 「出発点」の時期は、1881-1884 年と推定される。(①②③による。) 
























 ①については、第 1 節で触れた。③では、科学的時間は持続しない、実証科学は本質的
に持続の除去に存すると言われており、意識における時間は持続であると考えられている。








































そ 1907 年の『創造的進化』以降であり、①の他、1922 年の「緒論」にも、見られるとい
う時期的特徴がある23。 






















































ついては、さらに第 2 節 出発点と自由で検討する。ここで今行うのは出発点の反省内容
の確認である。本節(2)項で、「出発点」に科学的な時間を意識においては否定する反省が
あり、時間は「働く」と考えたことに疑義はないと既に述べた。①②と⑧における「すべ































































































                                            
25 Bergson Cours Ⅱ Leçon d’esthétique  Leçon de morale, psychologique et 
















































                                            





















b PR の出発点と『創造的進化』の叙述の比較 












応を t 個まで記録したという意味に解されている、同時性を数えている、 c 私は宇宙の
流れの速さを意識のまなざしに対して勝手に変化できる、 d 動体 T の軌道が一挙に与
えられ、そして物質的宇宙の過去・現在・未来の歴史の全体が空間内に一瞬に繰り広げら
れているものと想像しよう、 e 継起は存在し私たちはそれの意識を持つ、 f 私たち
は、区間の端々を数えないで、区間そのものを感じかつ生きる、g  私の意識にとっては、
持続は絶対である。ここまでは、『試論』の出発点の反省と同じと言っていい31。そこから、
h なにが私を待たさないではおかないのか、 i  なぜ無限の速度ではいけないか、 j
映画のフィルムの上でのように、すべてが一挙に与えられていないのはなぜかと問われて










31 対応の概略はつぎの通りである。『創造的進化』の a は、試論の出発点の④に対応する。







































































c PR の出発点の叙述はどこまでが出発点か 
















る PR の叙述をもとにベルクソンの反省の出発点を考えることにする。 
 
























































                                            
35 Bergson Cours Ⅱ Leçon d’esthétique Leçon de morale, psychologique et 



















































































                                            




























            ↓ 
      ④役に立っていない≒⑤何もしていないものは何ものでもない。 
時間は存在する――――→↓ 
      ⑥時間は何ものかである。 
存在するものは「働く」→↓      
⑦時間は「働く」＝⑧すべてが一挙に与えられることを妨げる        
                 ∥ほぼ言い替え                  ↓ 
                             ⑨遅延(―停滞)            ↓ 
                   ＼⑩練り上げ(―既に知られた事実の再配置) 
＼⑪創造、選択―⑫非決定 
                             (偶然 ／) 
        図 法則的な決定論の否定の論拠の展開 



















































































































観」の出た翌年に書いている。(Desaymard,Joseph, La pensée de Henri Bergson, Mercure 
de France, 1912, p.11-12)しかし、その後に出版される諸資料から、本論考で述べるよう
に、ベルクソンの出発点における否定の力を持つ直観とは、科学的時間ないし予測法則に













































































































































                                            
55 同上、p.745-746. 
56 同上、p.739, p.741, p.744. 
57 「緒論」、p.1273, p.1285. 




























































































                                            
62 『試論』、p.80. 


























































                                            
69 「緒論」、p.1312. 
















































































































































第 5 節 出発点の反省の重要性 
                                            
76 『持続と同時性』、M98 



















































































































































































































































































































































                                            
94 同上、p.646. 
95 『試論』、p.156. 















































揺らぐことはない98。    
 
b 「働く」時間の広がりの特徴 
                                            
97 第 4 章第 3 節参照。 













































                                            
99 『創造的進化』、p.784. 







































































































いる(p.1330.)。「緒論」の末尾には、1922 年 1 月と書かれているので、「緒論」を含む『思

























































































































第 6 節 出発点とゼノンの逆理の検討 
























                                            
126 『試論』、P.79. 
















































                                            
128 Desaymard,Joseph, La pensée de Henri Bergson, Mercure de France, 1912, p.11-12















































                                            
129 Bergson Cours Ⅳ Cours sur la philosophie grecque, P.U.F., 2000, p.179. 











































































































































い確信を与える諸経験を持っているように思われる。」(Searle, John R, Mind. A brief 



























































とを本章でより詳細に見ようとするのである。          
135 もし、予めすべてが一挙に与えられるなら、たとえ時間において変化が生じていると



















































                                            
137『試論』、p.109. 
138『創造的進化』、p.724. 








































                                            











記載している。(Husson,L., “Les aspects méconnus de la liberté bergsonienne”, in Les 
















































































































































































自由 = 新しいものの創造 
               ↑ 非決定(「働く」時間) 
                      ↑否定 
否定的な直観 ≡漠然とした経験 ⇔ 物理的な決定論(法則に基づく予測における時間)  





               ↑具体的な自我とその果す行為との関係 
直観 ≡ 不可分な持続 ⇔ 連合心理学的な決定論 
         ↓↑ 対応 
利得あるいは蓄積(「働く」時間) 
↑ 否定 
















































































































                                            



































































































第 4 節で論じる。 










































































































                                            


































































































































































































                                            
192 Jakub Čapek は、『創造的進化』では選択する能力を自由と同一視しているとしながら
(p.251.)も、ベルクソン哲学の自由は可能的なものの間で選択するという可能的なものの観
念を退けており、「選択の自由」ではないと記している。ただ、ベルクソンが『創造的進化』
で、選択の自由を認めていることとの関連は明確ではない。(Jakub Čapek, Les apories de 























































199 この点については、第 4 章で詳しく扱う。 

















































































































































                                            
211 同上、p.729, 730. 
212 causalité efficace は、直訳的に効力のある因果性と訳した。伝統的に使われる、cause 
efficace, cause efficiente の場合は、動力因、実効因と通常訳されている。しかし、ここ
での causalité efficace は、文中でも述べている通り、ベルクソン独特の因果性の意味を表
すために用いられていると思われる。なお、真方敬道の岩波文庫版、松波新三郎他の白水















































                                            


































































































                                            
219 『創造的進化』の中では、ベルクソン自身がこういう創造が、知性的な見方からは、
神秘的に見えることを語っている。(EC、p.706.) 
















































































































































性の観念でもなく、経験の事実である。」(Gouhier, H., Bergson dans l'histoire de la 
pensée occidentale, Vrin, 1989, p.61.)なお、グイエは、plus queで表される創造に関し、
因果律や知性と関連について次の著書でも触れている。cf.Trois essais sur Etienne 












































                                            
228 『試論』、p.151. 



















































                                            












































(a)  治癒 
 意識が互いに外在化し、いわば引き裂かれた心をぬぐい、全体としての自己を取り戻さ
せ、治癒をもたらすことができる。 



























































































                                            
244 同上、p.783. 
245 Jankélévitch,V., Henri Bergson,P.U.F.,1959(『アンリ･ベルクソン』阿部一智他訳、新
評論、1988 年。)は、その序論で PR の重要性に触れ、第六章Ⅱで「可能的なもの」を論
じている。そこでは「つまるところ精神の充満の中にも新しさの場所があることになるの
だ。」(p220, 邦訳 p.298)と言われている。Husson,L., “Les aspects méconnus de la liberté 








































































































                                            




























































































































































































































































ソワの「『一元論』によってベルクソンが理解するもの」(« Ce que Bergson entend par 































                                            









を聴いており、「我々は、かくして、より偉大な『主』(un plus grand Maître)の作品のた
めに共同で仕事をする主人(maîtres)となる。」(Chevalier, Jacques, Entretiens avec 





















































                                            
282 『試論』、p.145. 
283  第 1 章第 4 節(1)の注参照 
284 本節(2)注参照  










































































































































































































































































































                                            
309 「緒論」、p.1272. 








































































































































































































                                            
336 第 1 章第 4 節(3)b 参照 
337 『試論』、p.60. 
338 EC, p.739. 



































































































                                            
340 同上、p.80. 



































































































































                                            














































虚無の二重の批判から実在の概念の新たな決定が結果する---」)( François, Arnaud, 
Bergson, Schopenhauer, Nietzsche Volonté et réalité, , P.U.F., 2008, p.271.)檜垣は、「可
能的なものと実在的なもの」を持続の充溢性との関連で扱っている。(檜垣立哉『ベルクソ
ンの哲学』勁草書房、2000 年、p.76-78.)PR が論じられることは、これまでそれほど多く
はなかったと思われるが、最近の本で、PR に触れる論考もある。(Cherniavsky, Axel, 
Exprimer l’esprit  Temps et langage chez Bergson, L’Harmattan, 2009, Tellir, Dimitri, 
La métaphysique bergsonienne de l’intériorité  se créer ou se perdre, L’Harmattan, 
2012.)  























叙述の都合上、新しいものを創造する自由やその喜びについては、第 2 章の自由で論じた。 
その結果、本章では、もっぱら『可能的なもの』の錯覚について論じているが、「可能的な
もの」との関連で実在と行為における新しいものの創造を述べた第 2 章第 6 節、7 節は、
本章における光の面として、本章にも属するものである。 
  



































































                                            
357 同上、p.1342. 





















































































                                            
365 同上 
3661920 年 9 月に、ベルクソンがオックスフォードの哲学会で行なった講演は、「予見と新
しさ」と題されていた。1921 年 1 月の《Revue de métaphysique et de morale》に、ベ
ルクソン自身によるその講演の要約が掲載されている。同じ内容が、Mélange にもある。
1959 年 7 月の《La Revue philosophique》には、ベルクソンによる手書きの 6 枚の要約
の 3 枚目の複写が載せられている。 
 ベルクソンが、実際、講演で語ったことについては、第 2 章の最後の注でも触れたが、
ジャック・シュヴァリエの「ベルクソンとの対話」からうかがうことが出来る(「ベルクソ
ンとの対話」の、1920 年 9 月 24 日の項他に記載)。シュヴァリエは、その講演を直接聴き、
語られた内容の概要を書き留めているからである。それと、講演の要約を比較すると、ベ
ルクソンは、雑誌に載った要約には、載せていないことも語っているようである。(第 2 章




































 1930 年にスウエーデンの雑誌に発表され、1934 年に仏語で出版された PR における「可
能的なもの」の錯覚については、第 1 節で述べた。 






































































































第 3 節 否定の力を持つ直観と錯覚という捉え方との関係 





































































































































































































































































388 PR, p.1336, 1339. 
389 『道徳と宗教の二源泉』(DS)、p.1043. 
390 「緒論」、p.1268. 








































































































































































もの」の錯覚に陥ることなど出来ない。(第 4 章) 
 































とって重要である(第１章、結論第 1 節)。 
しかし、それだけに留まらず、「働く」時間は、法則的な決定論を否定する一つの根拠で
あり、つまり自由へ道を開く根拠であり、新しさの創造というベルクソンの自由の一つの
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